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新
潟
県
小
学
校
長
会
　
会
長

大
　
野
　
雅
　
人

　
道
標 

～ 

リ
ー
ダ
ー
の
矜
恃 

～

　

衆
目
の
「
働
き
方
改
革
」
の
急
流
は
勢
い

を
増
し
、
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
や
そ
の
波
に

乗
り
遅
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

世
界
に
誇
る
我
が
国
の
初
等
教
育
の
礎
を
築

い
た
『
昭
和
の
小
学
校
』
の
骨
格
を
見
つ
め

直
し
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
学
校
」
を
指
向
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
校
長
は
、
県
下
四
百

六
十
一
の
小
学
校
の
地
域
特
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
校
務
の
不
断
の
見
直
し
や
大
胆
な

着
想
で
の
業
務
改
善
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

校
長
と
と
も
に
励
む
教
職
員
に
対
し
、「
見

え
な
い
未
来
」
の
学
校
像
の
道
標
を
示
す
努

力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
国
主
導
の
教
育
再
生
の
歩
み
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
小
学
校
に
お
け
る

新
学
習
指
導
要
領
移
行
措
置
に
基
づ
く
先
行

実
施
は
、
学
校
に
対
す
る
大
き
な
期
待
と
と

も
に
厳
し
く
重
い
負
荷
を
課
し
、
教
職
員
に

多
く
の
課
題
意
識
を
呼
び
覚
ま
し
て
い
る
。

文
科
省
は
、
目
の
前
の
児
童
生
徒
が
社
会
人

と
し
て
活
躍
す
る
で
あ
ろ
う「
二
〇
三
〇
年
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
称
し
て
、「
知
識･

理
解
か
ら
資
質･

能
力
へ
」、「
コ
ン
テ
ン
ツ

か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
」
と
の
シ
フ
ト
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の

教
育
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い

るO
E

C
D
も
「E

ducation 2
0

3
0

」
な

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
概
要
報
告
の
中
で
、

不
確
実
性
の
中
を
歩
む
若
者
が
、
社
会
を
変

革
し
、
未
来
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
、
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
示
し
て
い
る
。
今
次
の
「
生
き
る
力
」

の
捉
え
直
し
の
道
標
と
し
て
参
考
と
し
た
い
。

　

今
秋
全
県
研
究
集
会
に
招
聘
す
る
文
科
省

合
田
氏
は
、
直
近
の
行
政
説
明
の
中
で
、
現

状
の
学
校
課
題
解
決
の
突
破
口
を
『
思
想
の

転
換
』
と
表
現
し
た
。
教
科
書
の
中
身
を
コ

ツ
コ
ツ
教
え
込
み
、
そ
れ
に
ど
れ
だ
け
習
熟

し
た
か
を
追
い
求
め
る
営
み
を
尊
い
と
す
る

『
思
想
』
が
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
う
し

た
初
等
教
育
の
営
み
を
『
転
換
』
す
る
道
標

を
示
す
こ
と
、
そ
れ
も
リ
ー
ダ
ー
の
矜
恃
で
あ
る
。
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第
七
十
八
回
県
小
代
議
員
会

魚
沼･

小
千
谷
大
会

　

本
年
度
の
県
小
代
議
員
会
は
、
新
緑
の
季

節
を
迎
え
た
魚
沼
市
で
開
催
さ
れ
た
。

一
　
開
会
式

　

新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
長
池
田
幸
博
様

は
じ
め
、
十
二
名
の
ご
来
賓
、
代
議
員
百
四

十
二
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
六
十
九
名
と
本
部

役
員
等
を
含
め
、
総
勢
二
百
五
十
名
を
超
え

る
参
加
者
で
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
大
野
雅
人
会
長
は

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
新
潟
市
に
お
け
る
二

つ
の
事
件
・
事
故
を
受
け
、
小
学
校
に
お
い

て
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
児

童
の
安
全
確
保
・
児
童
の
命
を
守
る
取
組
が

こ
の
よ
う
な
形
で
奪
わ
れ
る
こ
と
に
無
念
さ

を
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
数
の
減
少
、
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
、
働
き
方
改
革
な
ど
、

こ
の
先
こ
こ
に
集
う
会
員
の
た
め
に
改
革
の

歩
み
を
継
続
し
、
加
速
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
酒
井
田
柿
右
衛
門
の

「
伝
統
と
は
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
守
る
こ
と
で
は
な
い
。」
と
い

う
言
葉
に
触
れ
、「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
力
強
く
語

り
掛
け
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
教

育
長
池
田
幸
博
様
が
主
要
課
題
・
施
策
を
次

の
三
点
か
ら
話
さ
れ
た
。

○
学
習
指
導
に
つ
い
て

　

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

指
導
・
支
援
を
基
盤
と
し
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
あ
る
授
業
改
善
を

推
進
す
る
。

○
生
徒
指
導
に
つ
い
て

　

い
じ
め
を
し
な
い
、
許
さ
な
い
、
命
を

大
切
に
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
、

道
徳
教
育
・
特
別
活
動
・
人
権
教
育
、
同

和
教
育
に
重
点
を
置
く
。

○
教
職
員
の
服
務
勤
務
に
つ
い
て

　

多
忙
化
解
消
の
取
組
強
化
と
教
職
員
の

綱
紀
の
保
持
及
び
服
務
規
律
の
確
保
に
努

め
る
。

　

次
に
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
教
育
長
前
田

秀
子
様
（
代
理
：
教
育
次
長
髙
居
和
夫
様
）

か
ら
「
学
校
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
や
求
め
ら

れ
る
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

教
育
の
更
な
る
充
実
と
教
職
員
の
長
時
間
労

働
解
消
と
い
う
一
見
相
反
す
る
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
現
場
と
教
育
行

政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
や
保
護
者
と

連
携
し
な
が
ら
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
地
元
を
代
表
し
て
魚
沼
市
長
佐

藤
雅
一
様
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
自

然
と
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
も
て
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
魚

沼
市
で
は
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
、
小
学
校

五
年
生
の
尾
瀬
・
奥
只
見
で
の
環
境
学
習
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度

か
ら
教
育
委
員
会
と
教
育
振
興
会
の
協
働
事

業
で
『
温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
』
を

実
施
し
、
学
力
向
上
と
不
登
校
発
生
率
の
低

減
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
市
を
あ

げ
て
の
取
組
は
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
重
要
で
あ
る
。」と
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
代
表
と
し
て

入
広
瀬
小
学
校
桑
原
一
之
校
長
へ
大
野
会
長

よ
り
会
章
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

桑
原
校
長
が
決
意
を
述
べ
た
。

二
　
全
体
会

　

議
長
団
と
し
て
魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校

の
川
池
雅
樹
校
長
、
小
千
谷
市
立
片
貝
小
学

校
金
子
明
子
校
長
が
選
出
さ
れ
た
。
初
め
に

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
評
議
員
会
で
承
認

さ
れ
た
事
項
の
報
告
が
あ
っ
た
。
平
成
三
十

年
度
の
役
員
と
し
て
会
長
に
上
越
市
立
大
手

町
小
学
校
の
大
野
雅
人
校
長
、
副
会
長
に
長

岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
の
熊
倉
達
也
校
長
、

新
潟
市
立
新
潟
小
学
校
の
吉
田
隆
校
長
、
理

事
十
四
名
、
監
査
三
名
、
幹
事
等
の
会
長
委

嘱
の
役
員
の
就
任
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
各
議
案
が
提
案

ど
お
り
に
承
認
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
度
の

活
動
方
針
・
事
業
計
画
案
で
、
大
野
会
長
は

活
動
の
大
綱
に

つ
い
て
、
長
年

取
り
組
ん
で
き

た
「
地
域
と
と

も
に
歩
む
学
校

づ
く
り
」
か
ら

「
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
重
視

し
た
教
育
活
動

の
成
果
発
信
」

に
変
更
す
る
こ
と
、
九
つ
の
重
点
事
項
の
中

か
ら
、「
他
者
と
の
協
働
」「
働
き
方
改
革
に

向
け
た
意
識
改
革
」「『
生
き
る
力
』
の
捉
え

直
し
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
野
会
長
よ
り
、
魚
沼
・
小
千

谷
大
会
に
お
い
て
大
会
宣
言
を
行
う
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
大
会
起
草
委
員
長
小
千
谷
市

立
吉
谷
小
学
校
の
大
野
滋
校
長
が
宣
言
文
を

取
り
ま
と
め
、
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。
大
野

会
長
は
「
関
係
機
関
に
配
付
し
、
私
ど
も
の

決
意
を
伝
え
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

三
　
閉
会
式

　

開
催
地
を
代
表
し
て
、
実
行
委
員
長
魚
沼

市
立
堀
之
内
小
学
校
の
山
之
内
方
史
校
長
が
、

十
七
名
と
い
う
少
人
数
で
は
あ
っ
た
が
協
働

し
て
準
備
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
、
関
係
者

に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
続
い
て
、
次
期
開

催
地
を
代
表
し
て
新
潟
市
小
学
校
長
会
長
浜

浦
小
学
校
の
政
谷
英
樹
校
長
が
、
魚
沼
・
小

千
谷
大
会
へ
の
お
礼
と
次
期
開
催
に
向
け
て

の
決
意
を
述
べ
た
。
最
後
に
吉
田
隆
副
会
長

の
閉
会
宣
言
で
全
体
会
が
終
了
し
た
。

○
平
成
三
十
年
五
月
九
日（
水
）　
○
魚
沼
市
小
出
郷
文
化
会
館
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〈
提
案
要
旨
〉

一
　
活
動
の
重
点

　
「
各
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等

の
拡
充
」
に
焦
点
を
当
て
、
各
郡
市
小
学
校

長
会
・
政
令
指
定
都
市
小
学
校
長
会
や
関
係

機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
組
織
的
な
調
査

研
究
を
行
い
、
各
学
校
や
各
郡
市
小
学
校
長

会
・
政
令
指
定
都
市
小
学
校
長
会
の
対
策
活

動
の
参
考
と
な
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
運
営
に
寄
与
す
る
。

二
　
活
動
の
概
要

　

市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等
に
関

す
る
調
査
研
究
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
資
料
編
「
小
学
校
に
お
け
る
各
市
町

村
の
人
的
支
援
等
の
実
態
」
を
別
に
作
成
し
、

各
郡
市
小
学
校
長
会
及
び
政
令
指
定
都
市
小

学
校
長
会
に
お
け
る
予
算
要
望
等
の
参
考
資

料
と
し
て
提
供
す
る
。

㈠　

調
査
研
究
内
容

１�　

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
問
合
せ
調
査

２�　

校
長
へ
の
調
査

㈡　

調
査
研
究
活
動

１�　

第
一
・
第
二
調
査
研
究
委
員
会
を
設
置

し
た
調
査
研
究
活
動
の
推
進

　

・�

調
査
内
容
の
検
討
と
調
査
の
実
施

　

・�

調
査
結
果
の
分
析
・
考
察
と
報
告
書
や

資
料
編
の
作
成

２�　

郡
市
及
び
政
令
指
定
都
市
対
策
部
の
組

織
を
生
か
し
た
活
動
の
推
進

　

・�

郡
市
及
び
政
令
指
定
都
市
対
策
部
と
連

携
し
た
調
査
・
結
果
分
析
と
考
察

　

・�

郡
市
及
び
政
令
指
定
都
市
対
策
部
代
表

者
会
の
開
催
…
十
月
二
十
三
日
（
火
）

三
　
調
査
研
究
内
容
の
分
担

㈠�　

第
一
調
査
研
究
委
員
会
「
市
町
村
教
育

委
員
会
へ
の
問
合
せ
に
よ
る
調
査
研
究
」

�

委
員
長　

中
浦
小　

小
川　

洋
文

１�　

学
校
基
本
状
況
（
学
校
数
、
学
級

数
、
児
童
数
な
ど
）
に
つ
い
て

２�　

教
育
関
連
の
各
種
人
的
配
置
人
数

に
つ
い
て

３�　
「
外
国
語
科
」
へ
の
取
組
に
つ
い

て
※�　

資
料
編
は
、
両
委
員
会
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
九
月
末
ま
で
に
作
成
・

配
付
す
る
。

㈡�　

第
二
調
査
研
究
委
員
会
「
校
長
へ

の
調
査
研
究
」

�

委
員
長　

新
通
小　

伊
比　

宗
宏

１�　

特
別
支
援
教
育
の
実
態
に
つ
い
て

２�　

市
町
村
予
算
に
よ
る
人
的
支
援
の
現
状

に
つ
い
て

３�　

市
町
村
予
算
に
よ
る
人
的
支
援
へ
の
満

足
度
と
現
状
を
補
う
対
応
に
つ
い
て

４�　
「
外
国
語
科
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て

四
　
調
査
研
究
委
員
会
の
活
動
計
画

㈠　

調
査
内
容
の
検
討
会
議
…
第
一
～
三
回

㈡　

分
析
・
資
料
作
成
等
…
…
第
四
～
六
回

㈢　

次
年
度
計
画
立
案
等
…
…
第
七
回

〈
提
案
要
旨
〉

　
　
一
　
活
動
の
重
点

　
　
　

厳
し
さ
を
増
す
教
職
員
の
給
与
・
処

遇
や
退
職
後
の
再
就
職
・
再
任
用
、
及

び
福
利
厚
生
を
巡
る
情
勢
に
対
処
す
る

た
め
、
更
に
は
政
令
指
定
都
市
新
潟
市

へ
の
包
括
的
権
限
委
譲
に
伴
う
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
県
中
学
校
長
会
や
全

国
連
合
小
学
校
長
会
、
退
職
校
長
会
な

ど
と
連
携
し
、
情
報
収
集
や
調
査
研
究

を
行
い
、
関
係
機
関
等
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
そ
の
充
実
・
改
善
に
資
す
る
諸

活
動
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
学
習

を
推
進
し
、
教
職
員
の
福
利
の
向
上
に

寄
与
す
る
。

二
　
活
動
の
概
要

　

内
部
に
三
委
員
会
を
組
織
し
、
調
査
研
究

活
動
、
要
望
活
動
及
び
福
利
厚
生
に
係
る
情

報
提
供
を
行
う
。

㈠�　

県
小
学
校
長
会
と
し
て
行
う
調
査
研
究

活
動
等

１�　

校
長
の
給
与
実
態
把
握
と
分
析
か
ら
、

給
与
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
要

望
活
動

２�　

新
潟
県
と
新
潟
市
の
休
暇
制
度
等
の
差

異
調
査

３�　

校
長
退
職
後
の
再
就
職
状
況
等
の
調
査

及
び
再
任
用
制
度
に
係
る
実
態
把
握
と
雇

用
促
進
の
た
め
の
要
望
活
動

４�　

再
任
用
・
再
雇
用
な
ど
、
退
職
後
の
生

活
に
つ
い
て
の
会
員
の
意
識
調
査

㈡�　

県
中
学
校
長
会
等
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
す
る
活
動

１�　

県
内
福
利
関
係
六
団
体
へ
の
要
望
の
取

り
ま
と
め
と
懇
談
会
の
開
催
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
関
す
る
活
動
の
た
め
の
協
議
及
び

報
告
書
の
作
成
（
県
小
学
校
長
会
主
管
）

２�　

福
利
広
報
「
退
職
時
の
手
続
き
一
覧
」

の
作
成
と
配
付
（
県
中
学
校
長
会
主
管
）

３�　

福
利
厚
生
関
連
事
業
へ
の
積
極
的
参
加

や
施
設
利
用
の
呼
び
掛
け

㈢�　

そ
の
他

・�「
調
査
研
究
活
動
報
告
書
」
の
原
稿
作
成

と
活
動
の
振
り
返
り

三
　
調
査
研
究
委
員
会
の
活
動
内
容
・
分
担

㈠�　

給
与
委
員
会

　
　

委
員
長　

栃
尾
東
小　

坂
本　

寬
二

・�

校
長
給
与
の
実
態
調
査
や
新
潟
県
と
新
潟

市
の
休
暇
制
度
の
差
異
調
査

㈡�　

福
利
第
一
委
員
会

　
　

委
員
長　

吉
川
小　
　

池
田　
　

隆

・�

退
職
校
長
へ
の
再
就
職
等
の
実
態
調
査
、

年
金
制
度
に
関
す
る
意
識
調
査

・�

郡
市
校
長
会
で
の
退
職
後
の
生
活
向
上
に

関
す
る
研
修
の
実
施
の
推
進

㈢�　

福
利
第
二
委
員
会

　
　

委
員
長　

山
田
小　
　

金
塚　

一
明

・�

福
利
関
係
六
団
体
へ
の
要
望
調
査
と
懇
談

会
の
開
催
、
六
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
活
動
推
進

部会記録

対
策
部

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

　

福
利
部

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

　

mtoda
長方形

mtoda
長方形
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長方形
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長方形
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〈
提
案
要
旨
〉

一
　
活
動
の
重
点

　

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
、
地
域
の
信
頼
を
得
る
創
造
的
な
学

校
経
営
を
展
開
す
る
た
め
に
、
校
長
会
研
究

集
会
を
開
催
し
て
研
修
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
教
育
課
程･

生
徒
指
導･

同
和
教
育

の
三
委
員
会
で
調
査
研
究
や
研
修
を
行
い
、

校
長
の
資
質･

指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

二
　
活
動
の
概
要

㈠　

校
長
会
研
究
集
会
の
開
催

　

新
学
習
指
導
要
領
に
即
応
し
た
研
修
に
校

長
自
ら
が
取
り
組
み
、
万
全
の
準
備
が
で
き

る
研
修
内
容
に
す
る
。
今
年
度
は
外
国
語
活

動
、
外
国
語
科
の
実
施
に
向
け
た
実
践
を
持

ち
寄
り
、
討
議
し
合
う
。
校
長
と
し
て
「
学

校
経
営
」
の
視
点
を
明
確
に
し
て
進
め
る
。

㈡�　

第
七
十
回
関
東
甲
信
越
地
区
校
長
研
究

協
議
会
長
野
大
会
へ
の
参
加

　
　

�

副
主
題
「
地
域
の
自
然･

文
化･

人
々
の

生
き
方
に
学
び 

豊
か
な
発
想
力･

創
造

性
や
人
間
性
を
身
に
付
け　

自
ら
未
来

社
会
を
拓
い
て
い
く
子
ど
も
の
育
成
」

㈢�　

第
七
十
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究

協
議
会
北
海
道
大
会
へ
の
参
加

　
　

�

副
主
題
「
ふ
る
さ
と
の
地
か
ら
世
界
を

見
つ
め　

新
し
い
社
会
の
形
成
に
向
け

て
挑
戦
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経

営
の
推
進
」

㈣　

委
員
会
活
動

１　

教
育
課
程
委
員
会

　

教
育
課
程
の
実
施
状
況
や
教
育
課
程
に
関

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
聞
き
取
り
調
査
等
か
ら

「
新
た
な
知
を
拓
き　

人
間
性
豊
か
な
社
会

を
築
く　

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小

学
校
教
育
の
推
進
」
の
実
情
を
探
り
、

各
校
の
教
育
課
程
の
改
善･

充
実
の
た

め
の
資
料
と
す
る
。

２　

生
徒
指
導
委
員
会

　

こ
れ
ま
で
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
問

題
行
動
等
の
解
消
や
未
然
防
止
を
目
指

し
た
「
社
会
性
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
児
童
の
実
態
や
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
創
意
あ
る
取
組
に
つ
い
て
、
広

く
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。
本
年
度

も
こ
れ
を
継
承
し
、
生
徒
指
導
に
関
す

る
実
情
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

３　

同
和
教
育
委
員
会

　

新
潟
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
各
種
委

員
の
選
出
と
諸
会
議
へ
の
出
席
、
各
種
研
究

集
会
へ
の
参
加
態
勢
の
確
立
な
ど
を
と
お
し

て
、
同
和
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
新
潟

県
同
和
教
育
研
究
集
会
、
部
落
解
放
新
潟
県

研
究
集
会
、「
い
の
ち･

愛･

人
権
」
展
等
、

同
和
教
育
に
関
わ
る
各
種
大
会
に
参
加
し
て

研
修
を
進
め
る
。

部会記録
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〈
提
案
要
旨
〉

一
　
活
動
の
重
点

　

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善･

充
実
に
資
す
る
よ
う
、
県
小
学
校
長
会

及
び
各
郡
市
小
学
校
長
会･

政
令
指
定

都
市
小
学
校
長
会
の
活
動
や
当
面
す
る

諸
問
題
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
活
動
の
記
録
と
し
て
保
管
し
、

そ
の
活
用
を
図
る
。

二
　
活
動
の
概
要

㈠　
「
初
等
教
育
」
発
行
計
画

１�　

年
一
回
の
発
行
ゆ
え
、
よ
り
質
の

高
い
機
関
誌
に
発
展
す
る
よ
う
創
意

工
夫
す
る
。

２�　
「
校
長
会
報
」
と
の
連
携
を
深
め
、
記

録
性･

資
料
性
等
に
留
意
し
、
一
層
親
し

み
の
も
て
る
機
関
誌
と
す
る
。

３�　

有
識
者
か
ら
の
指
導
を
と
お
し
て
、
会

員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
会
員
の
研
究･

実
践
に
つ
い
て
も
研
修
を
深
め
る
。

４�　

新
任
校
長
は
自
己
紹
介
が
あ
る
の
で
、

他
の
原
稿
は
依
頼
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

㈡　
「
校
長
会
報
」
発
行
計
画

１�　

年
四
回
の
発
行
。（
６･
９･

12･

２
月
）

２�　

郡
市･

政
令
指
定
都
市
小
学
校
長
会
の

活
動
や
研
究
校
報
告
の
様
子
等
を
紹
介
し

会
員
の
学
校
経
営
に
寄
与
す
る
。

３�　
「
初
等
教
育
」
と
の
連
携
を
図
り
、
極

力
重
な
り
が
出
な
い
よ
う
に
編
集
す
る
。

４�　

執
筆
依
頼
は
各
郡
市･

政
令
指
定
都
市

校
長
会
の
推
薦
を
原
則
と
し
、
原
稿
提
出

の
際
も
そ
の
確
認
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

㈢　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
運
用
計
画

１�　

県
小
学
校
長
会
の
主
な
活
動
や
大
会
記

録
、
調
査
活
動
等
、
小
学
校
長
会
の
概
要

を
広
報
す
る
。

２�　

教
育
課
題
に
対
す
る
提
言
や
校
長
会
報

等
、
会
員
の
取
組
を
中
心
に
掲
載
す
る
。

３�　

教
育
関
係
者
や
県
民
、
会
員
が
容
易
に

ア
ク
セ
ス
し
て
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
成
を
目
指
す
。

４�　

全
会
員
か
ら
最
低
一
度
は
ア
ク
セ
ス
し

て
ほ
し
い
。
今
後
の
充
実
、
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

㈣　

調
査
研
究
活
動
報
告
書
の
発
行

１�　

県
小
学
校
長
会
の
四
つ
の
専
門
部
会
の

活
動
を
ま
と
め
、
１
月
に
発
行
す
る
。

２�　

県
及
び
政
令
指
定
都
市
へ
の
要
望
書
を

資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

三
　
情
報
交
換

　

今
年
度
も
、
各
郡
市
広
報
部
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で

校
長
会
報
誌
に
つ
い
て
、
上
越
、
新
潟
、
十

日
町･

中
魚
地
区
か
ら
、
全
小
学
校
長
に
よ

る
随
想
執
筆
や
誌
面
構
成
の
工
夫
、
会
員
の

交
流
を
深
め
る
伝
統
的
な
取
組
等
の
特
色
あ

る
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。




